

































































































成した。全員の学生が出席する 1 回目（4 月 8 日）の授業時に 1 回目の漢字テストを10分間で行った。な
お漢字書き取りテストの実施に関しては学生に告知せずに行った。採点は、4 年生のスチューデント・ア
シスタント 8 名が担当した。テスト終了後に、解答を配布し 5 回目（5 月13日）の授業時に再テストを行
うことを周知し自宅での自主学習を課した。





　5 回目の授業時に 2 回目の漢字書き取りテストを 1 回目と同様の方法で実施した。また、5 回目の授業
時にオリエンテーションのため欠席した 3 名は別日に漢字書き取りテストを実施した。
2－1－4．漢字力の意識調査の調査対象者と実施方法
　2019年度健康栄養学部 3 年生118名を対象とし、漢字書き取りテスト実施前後において計 2 回の自記式
質問紙調査を行った。1 回目（4 月 8 日）の授業時に事前調査、15回目（7 月22日）の授業時に事後調査
表2　1 回目の漢字書き取りテストで正解率50%未満の漢字22問
表3　試験問題での「師」と「士」の区別
正解率 正解 正解率 正解 正解率 正解
2.5 食札 29.7 的確 43.2 臨
2.5 胃瘻 31.4 厨房 44.9 誤嚥
7.6 食事箋 33.1 健康診査 45.8 白湯
7.6 挨拶 37.3 放射線技師 45.8 透析
10.2 褥瘡 39.8 検査技師 46.6 臨地実習
11.0 麻痺 41.5 嚥下 47.5 作業動線
16.1 胃潰瘍 41.5 講義



















でもらった。⑤「2 年次において、マンガや雑誌を除く紙媒体の本や新聞を 1 日に平均どのくらい読みま














　1 回目と 2 回目の漢字書き取りテストは、118名に実施し118名から回収した。図 1 に 1 回目と 2 回目の
漢字書き取りテストの正解率を示す。表 4 に 1 回目と 2 回目の各漢字別の正解率、図 2 に 1 回目と 2 回目
の漢字書き取りテストの所感を示す。
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の 7 問であった。7 問中 6 問は、主に病院や高齢者福祉施設で使用されている漢字であり、授業等で学ん
でいても日常生活においては使用頻度の低い漢字であった。
表4　1 回目と 2 回目の各漢字別の正解率





1 回目 2 回目 1 回目 2 回目
1 医師 88.1 99.2 26 丁寧 77.1 96.6
2 保健師 67.8 94.9 27 検討 55.1 89
3 看護師 61.0 95.8 28 摘出 54.2 96.6
4 委託 54.2 90.7 29 的確 29.7 86.4
5 管理栄養士 99.2 99.2 30 指摘 53.4 90.7
6 摂取（する） 89.8 100.0 31 胃潰瘍 16.1 69.5
7 薬剤師 65.3 94.1 32 低残渣 43.2 91.5
8 検査技師 39.8 89.0 33 厨房 31.4 86.4
9 放射線技師 37.3 90.7 34 食札 2.5 93.2
10 理学療法士 76.3 93.2 35 配膳 77.1 97.5
11 褥瘡 10.2 77.1 36 麻痺 11.0 74.6
12 白湯 45.8 97.5 37 茶碗 53.4 91.5
13 介護福祉士 63.6 94.9 38 専門 84.7 94.9
14 介護支援専門員 53.4 83.1 39 訪問 51.7 83.9
15 調理師 61.9 86.4 40 胃瘻 2.5 71.2
16 誤嚥 44.9 80.5 41 透析 45.8 93.2
17 嚥下 41.5 78.0 42 経腸栄養剤 73.7 97.5
18 喫食 78.8 99.2 43 展開 51.7 94.9
19 摂食障害 84.7 100.0 44 老人保健施設 56.8 99.2
20 食事箋 7.6 87.3 45 関心 53.4 96.6
21 全粥 56.8 94.9 46 臨（む） 43.2 98.3
22 箸 27.1 54.2 47 作業動線 47.5 90.7
23 食物繊維 88.1 98.3 48 経験 56.8 100.0
24 講義 41.5 94.1 49 臨地実習 46.6 99.2























































　図 6 に「2 年次において、マンガや雑誌を除く紙媒体の本や新聞を 1 日に平均どのくらい読みました
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　1 回目と 2 回目の漢字書き取りテストで正解率が75%以上であった漢字 9 問は、授業で頻回に使用して
いるため学生にとっても書きなれた漢字であったので正解率が高かったと考えられる。







なっている。文化庁の平成 7 年度「国語に関する世論調査」結果（文化庁, 1995）からも、ワープロやパソ
コンでの文書作成の感想として「漢字の書き方を忘れることが多くなった」という意見が多くみられてい
る。
　今回の漢字力の意識調査においても、「2 年次において、マンガや雑誌を除く紙媒体の本や新聞を 1 日
0.80.8
5.1 69.6 23.7
0% 20% 40% 60% 80% 100%
図7　「栄養総合演習Ⅰの授業や臨地実習を通して、漢字を書くことに気をつけるようになりましたか」
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　本学においても、今後は、「栄養総合演習Ⅰ」の授業だけでなく 1 年次や 2 年次の科目とも連携を図り、
早期からの言語能力に関する指導が必要であることが示唆された。
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